
授与する学位の名称 博士（工学）〔Doctor of Philosophy in Engineering〕

人材養成目的

物質、材料からデバイス、計測技術に至る多様な分野において、十分な理学的基礎力を備

えた上で、多様な現実の問題に対応できる、深い知識と豊かな創造性を有する優れた研究

者、並びに、オリジナルの技術を作り上げ、後進を育成できる工学的応用力、適用力を有する

研究者、高度専門職業人を養成する。

養成する人材像

十分な理学的基礎力を備えた上で、最先端工学における多様な現実の問題に対応できる、

深い知識と豊かな創造性を有する優れた研究者、並びに、高い研究開発能力を有し社会に貢

献できる高度専門職業人材。

<電子・物理工学サブプログラム> 

物理学を中心とする自然科学を基礎とした応用物理計測、ナノ工学、電子デバイスの分野

において、世界的レベルの研究および技術開発、さらに工学的実践を先導する、創造性豊か

な優れた研究・開発能力を持つ研究者、あるいは、高度な専門知識・能力をもつ高度専門職

業人材。

<物性・分子工学サブプログラム> 

研究者として自立するに必要な研究能力を備え、量子物性、量子理論、材料物性及び物質

化学・バイオ工学等の物質工学における専門分野についての深い知識と高度な研究を行い

得る研究者、高度な研究能力を持って社会に貢献できる高度専門職業人材。

<NIMS 連係物質・材料工学サブプログラム> 

国立研究開発法人 物質・材料研究機構の研究者が大学院教員として研究指導を行い、金

属・セラミック材料工学、ナノ材料工学、有機・生体材料工学、物理工学、半導体材料工学など

の物質・材料工学分野において、創造性豊かな優れた研究・開発能力を持つ研究者、様々な

社会的課題に対して物質・材料工学の専門家として高度な工学的応用力、適応力を持ち貢献

できる高度専門職業人材

修了後の進路

応用物理、エレクトロニクス、計測、物質化学、材料科学を中心とする学問分野および応用

分野における、高等教育機関、国立研究開発法人等の公的研究機関、民間企業の教員、研

究者、高度技術者、製造業（自動車関連、電器、金属、化学、情報・IT 関連等）、ガス、電力、

鉄道輸送などの研究開発職、地方公務員、国家公務員（特許庁など）、大学・公的研究機関の

教員、常勤研究員、博士研究員、国立研究開発法人、大学等の公的研究機関あるいは企業

の研究所などの研究者

ディプロマ・ポリシーに掲げる
知識・能力

評価の観点 対応する主な学修

1. 知の創成力：未来の社会
に貢献し得る新たな知を
創成する能力

① 新たな知の創成といえる研究成果等がある
か

② 人類社会の未来に資する知を創成すること
が期待できるか

特別研究，大学院セミナー，インターンシ
ップ，博士論文作成，学会発表

2. マネジメント能力：俯瞰的
な視野から課題を発見し
解決のための方策を計画
し実行する能力

① 重要な課題に対して長期的な計画を立て，
的確に実行することができるか

② 専門分野以外においても課題を発見し，俯
瞰的な視野から解決する能力はあるか

特別研究，インターンシップ，TA 経験，
他研究室と共同の演習，達成度自己点検

3. コミュニケーション能力：
学術的成果の本質を積
極的かつわかりやすく伝
える能力

① 異分野の研究者や研究者以外の人に対し
て，研究内容や専門知識の本質を分かりや
すく論理的に説明することができるか

② 専門分野の研究者等に自分の研究成果を
積極的に伝えるとともに，質問に的確に答え
ることができるか

特別研究，大学院セミナー，学会発表，他
研究室と共同研究，TA 経験，科学・産業
イベント等での討議・発表

4. リーダーシップ力：リーダ
ーシップを発揮して目的
を達成する能力

① 魅力的かつ説得力のある目標を設定するこ
とができるか

② 目標を実現するための体制を構築し，リーダ
ーとして目的を達成する能力があるか

特別研究，TA・RA 経験，他研究室と共同
演習，大学院共通科目，学会発表，インタ
ーンシップ，プロジュエクト参加経験，サミ
ナー企画・開催

5. 国際性：国際的に活動し
国際社会に貢献する高い
意識と意欲

① 国際社会への貢献や国際的な活動に対す
る高い意識と意欲があるか

② 国際的な情報収集や行動に十分な語学力
を有するか

大学院共通科目（国際性養成科目群 ），
外国語の演習科目，国際的な活動を伴う
科目，学術論文執筆，国外での活動経
験，外国人（留学生を含む）との共同研
究，TOEIC 等得点，国際会議発表，英語
論文執筆公表
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知識・能力

ディプロマポリシー

筑波大学大学院学則及び関係規則に規定する博士後期課程の修了の要件を充足したうえで、次の知識・能力を有すると認められた

者に、博士（工学）の学位を授与する。
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6. 工学基礎力：工学分野の
研究者または高度専門職
業人にふさわしい知識と
学力

異分野・初学者に対して，研究内容や専門知識
の本質を分かりやすく説明することができるか

特別研究，セミナー，TA経験，学会発表，
講習会，技術研修

7. 基礎学力：工学分野の発
展に欠かせない盤石な基
礎学力

工学で広く用いられる高度な数理的な知識と能
力を備えているか

特別研究，セミナー，TA経験，学会発表，
講習会

8. 専門知識：工学分野およ
び関連分野の発展に求
められる高度な専門的知
識

工学分野の専門知識を幅広くもち，先端的な研
究を行うための高度な技術を獲得しているか

特別研究，セミナー，学会発表，論文執筆

9. 倫理観：工学分野の研究
者、高度職業人に求めら
れる高い倫理観

研究者倫理および技術者倫理，ヒトを対象とする
研究に関する倫理と研究に必要な手続きについ
て十分理解しているか

大学院共通科目，基礎科目，特別研究，
INFOSS 情報倫理，APRIN，他倫理講習，
応用理工学関連の各種法令

10. 実践的見識と問題解決
力：工学分野および関連
分野の問題を実際に解
決するために求められる
見識と問題解決力

① 先端的な研究課題を適切に設定し，研究を
遂行して独創的な成果を上げることができる
か

② 世界の専門家と討論できるだけのプレゼンテ
ーション能力，コミュニケーション能力がある
か

特別研究，大学院セミナー，国際会議で
の発表等，海外派遣，学会発表

学位論文に係る評価の基準

【審査委員の体制】

論文審査委員会の構成

主査１名及び副査３名以上から構成される。

【審査方法】

各サブプログラムが定める審査方法に従い、予備審査、論文審査及び最終試験を行う。

１）電子・物理工学サブプログラム

学位論文を受理する前に予備審査を行い、学位論文提出の可否を決定する。論文審査委員会では、論文審査および最終試

験を行う。

２）物性・分子工学サブプログラム

学位論文を受理する前に予備審査を行い、学位論文提出の可否を決定する。論文審査委員会では、論文審査及び最終試

験、又は学力の確認により、物質工学のすべての分野の基礎となる学力と知識ならび物質工学のいずれかの分野の専門知識

を有し、かつ物質工学のいずれかの分野で自ら課題を設定し、その解決のための研究を遂行し、すぐれた成果をおさめること

ができたかどうかの審査を行う。

３）NIMS 連係物質・材料工学サブプログラム

学位論文を受理する前に予備審査を行い、学位論文提出の可否を決定する。論文審査委員会では、論文審査及び最終試験

を行う。

【審査項目】

1. 研究課題設定と研究方法の選択が妥当であること。  

2. 結果の解釈と、結論に至るまでの論旨展開が妥当かつ明確であること。  

3. 研究課題に関する先行研究の把握と理解、それに対する適切な評価と引用がなされていること。  

4. 研究倫理が遵守され、得られた結果ならびに結論について、第三者による検証が可能であること。  

5. 研究課題成果の学術的な意義が国際的に認められること

【学位論文が満たすべき水準】

上記の評価項目のすべてを満たし、各サブプログラムが定める基準を満たすこと。

１）電子・物理工学サブプログラム

論文審査委員会までに、筆頭論文１編が、学術雑誌に出版または掲載可となっていること。併せて、最終試験を経た上で、博士

論文として合格とする。

２）物性・分子工学サブプログラム

筑波大学大学院学則第 3 条の 2 で規定する課程の目的を充足すること。併せて、最終試験又は学力の確認を経た上で、博士

論文として合格とする。

３）NIMS 連係物質・材料工学サブプログラム

上記の評価項目すべてを満たす学位申請論文を、最終本審査を経た上で、博士論文として合格とする。

、

大学院共通科目（国際性養成科目群）、
外国語の演習科目、国際的な活動を伴う
科目、 学術論文執筆、 国外での活動経
験、外国人（留学生を含む）との共同研究、
TOEIC 等得点、国際会議発表、英語論
文執筆公表

異分野・ 初学者に対して、研究内容や専門知
識の本質を分かりやすく説明することができるか

工学分野の専門知識を幅広くもち、先端的な研
究を行うための高度な技術を獲得しているか

研究者倫理および技術者倫理、ヒトを対象とす
る研究に関する倫理と研究に必要な手続きにつ
いて十分理解しているか

① 先端的な研究課題を適切に設定し、研究を
遂行して独創的な成果を上げることができる
か

② 世界の専門家と討論できるだけのプレゼンテ
ーション能力、コミュニケーション能力がある
か

特別研究、セミナー、TA経験、学会発表、
講習会、技術研修

特別研究、セミナー、学会発表、論文執筆

大学院共通科目、基礎科目、特別研究、
INFOSS 情報倫理、eAPRIN、他倫理講習、
応用理工学関連の各種法令

特別研究、大学院セミナー、国際会議で
の発表等、海外派遣、学会発表

特別研究、セミナー、TA経験、学会発表、
講習会
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カリキュラム・ポリシー

応用物理計測、ナノ工学、電子デバイスの分野、量子物性、量子理論、材料物性、物質化学・バイオ工学等の分野、金属・セ

ラミック材料工学、ナノ材料工学、有機・生体材料工学、物理工学、半導体材料工学などの物質・材料工学分野における研究

者、高度専門職業人育成のための教育を行う。

教育課程の

編成方針

工学分野における世界レベルで高い専門的知識・能力を身につけるための教育課程を編成する。

<電子・物理工学サブプログラム> 

・複数指導教員制による研究指導を行い、多面的な観点から指導する。これにより、充実した基礎能力とその上

に築かれた深い専門基礎能力を育てるとともに、実践的見識と実行力、問題解決能力の涵養を目指す。

・電子・物理工学特別研究で実施されるセミナーにおいて、異なる専門分野の多彩な聴衆に対し発表することが

義務づけられている。ここでは英語による発表が推奨され、世界の専門家と討論できるだけのプレゼンテーシ

ョン能力、コミュニケーション能力の涵養を図る。

・インターンシップや海外研究派遣などにより、広い視野とともに世界で活躍できる国際的見識を養う。

<物性・分子工学サブプログラム> 

・「量子物性」、「量子理論」、「材料物性」、「物質化学・バイオ」の 4 分野からなっているが、修了のために履修す

べき科目は必修科目である各分野の「特別研究ⅢA、ⅢB、ⅣA、ⅣB、ⅤA、ⅤB」（合計18単位）のみとなって

おり、これらの科目では博士論文作成のための各自のテーマの研究活動に加え、専攻所属の学生と教員が

参加する「専攻セミナー」では年1回の英語推奨による研究発表を課し、研究進捗状況を英語で発表・議論す

ることを訓練する。

・これにより、高度な専門的知識や問題を実際に解決するために求められる見識と問題解決力、コミュニケーショ

ン能力を身に付ける。

・特定分野の深い専門知識だけでなく幅広い視野を身に付けるため、前期課程の科目、他の学位プログラムや

コースの専門科目および大学院共通科目の履修を奨励している。

< NIMS 連係物質・材料工学サブプログラム> 

・物質・材料研究機構での国際的で知的刺激にあふれた研究環境の中で、専門的な知識と関連分野に関する

基礎知識、新概念実証の研究計画の企画・立案ができる見識、企画・立案した研究計画を実験的あるいは理

論的に遂行する技能、研究活動における高い倫理観、学会・論文発表を通じた国際的な研究成果の発信や

海外の研究者と闊達な議論ができる英語でのコミュニケーション能力を養う。

・本方針を達成するため、履修すべき科目として「特別研究 IA、IB」、「特別研究 IIA、IIB」、「特別研究 IIIA、IIIB」

（計 18 単位）、「セミナーI」、「セミナーII」（計 2 単位）を用意している。

・「特別研究」では先進的・国際的な研究環境のもとで博士論文作成のための高度な研究活動を行う。

・「セミナー」では、研究進捗状況を英語で発表・議論することを訓練する。また、幅広く工学分野の知識を身に

つけるために、教員がそれぞれの研究分野を解説する前期課程の科目「ナノ材料工学特論 I」、「ナノ材料工

学特論 II」の履修を推奨している。

学修の方法

・プロセス

工学分野における高度専門分野の理解と発展に欠かすことのできない基礎能力をもち、博士の学位に相応し

い世界レベルの優れた研究成果を学位論文にまとめることが必要であり、特別研究科目によりこれらを修得す

る。

<電子・物理工学サブプログラム> 

・「電子・物理工学特別研究ⅢＡ、ⅢＢ、ⅣＡ、ⅣＢ、ⅤＡ、ⅤＢ」で、応用物理計測、ナノ工学、電子デバイスの分

野において、高度専門分野の理解と発展に欠かすことのできない基礎能力、当該分野の研究者、高度専門

職業人として求められる高い専門的基礎能力、実践的見識と実行力、広い視野、問題解決能力、世界の専

門家と討論できるプレゼンテーション能力及びコミュニケーション能力を身に付ける。

<物性・分子工学サブプログラム> 

・「量子物性」、「量子理論」、「材料物性」、「物質化学・バイオ」の 4 分野の「特別研究ⅢA、ⅢB、ⅣA、ⅣB、

ⅤA、ⅤB」により、自ら課題を設定した上で研究を独力で遂行し、研究テーマの意義、成果、位置づけを理解

し、英語による情報発信力を備えることが出来る能力を身に付ける。

< NIMS 連係物質・材料工学サブプログラム> 

・「物質・材料工学特別研究ⅠA、ⅠB、ⅡA、ⅡB、ⅢA、ⅢB」では、金属・セラミック材料工学、ナノ材料工学、有

機・生体材料工学、物理工学、および、半導体材料工学分野の世界最先端レベルの研究開発に携わること

により、研究活動における高い基礎能力、倫理観に加えて、当該分野の高度な専門知識、研究計画を遂行

する技能、課題解決能力を修得する。

・「物質・材料工学セミナーⅠ、Ⅱ」では、英語による研究発表と討論を通じて、研究成果の国際的なプレゼンテ

ーション能力とコミュニケーションの能力を修得する。

２）物性・分子工学サブプログラム

筑波大学大学院学則第3条の2で規定する課程の目的を充足すること。併せて、最終試験又は学力の確認を経た上で、博士論文と

して合格とする。

３） NIMS連係物質・材料工学サブプログラム

上記の評価項目すべてを満たす学位申請論文を、最終本審査を経た上で、博士論文として合格とする。

・「量子物性」、 「量子理論」、 「材料物性」、 「物質化学・バイオ」の4分野からなっているが、修了のために履修すべ

き科目は必修科目である各分野の「特別研究ⅢA、ⅢB、ⅣA、ⅣB、ⅤA、ⅤB」 （合計18単位）のみとなっており、

これらの科目では博士論文作成のための各自のテーマの研究活動に加え、サブプログラム所属の学生と教員が参

加する「後期課程セミナー」では年1回の英語による研究発表を課し、研究進捗状況を英語で発表・議論すること

を訓練する。
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学修成果の

評価

予備審査を経て提出された学位論文について、4 名以上からなる学位論文審査委員会において審査及び最

終試験により評価を行う。

<電子・物理工学サブプログラム> 

・複数指導教員制による研究指導により多面的な観点から指導、評価する。

・電子・物理工学特別研究のなかで実施している大学院セミナーでの発表は、参加教員全員の数値的評価によ

り厳正に審査する。

・ここでは、研究、発表の質のみならず、質問に対する対応力、質問する能力も評価の対象となる。

・充実した基礎能力とその上に築かれた優れた専門的基礎能力、プレゼンテーション能力、コミュニケーション能

力、国際的見識があることを保証する。

・予備審査を含めた学位論文審査、最終試験を主査に加えて学外の専門家を含めた３名以上の副査により、書

面により審査に加えて、口頭での試問を行うことで、世界的基準での研究レベル、論文の質の高さ、評価の客

観性を保証する。

<物性・分子工学サブプログラム> 

・必修科目である各分野の「特別研究ⅢA、ⅢB、ⅣA、ⅣB、ⅤA、ⅤB」のうちの博士論文作成のための各自の

テーマの研究活動においては、主指導、副指導の 2 人の教員が一人の学生に指導にあたる体制としており、

複数の教員による日常の研究指導の中で、自ら課題を設定した上で、研究を遂行し成果を達成する能力が

身に付いたかどうかを評価する。

・また同じく「特別研究ⅢA、ⅢB、ⅣA、ⅣB、ⅤA、ⅤB」の一部である「専攻セミナー」では年 1 回の研究発表を

課し、学位授与方針の項目④の研究テーマの意義、成果、位置づけを自ら説明することのできる能力を評価

する。

・学位論文審査は、学位論文を受理する前に、予備審査を行い学位論文提出の可否を決定する。論文受理

後、主査１名及び本サブプログラム以外の教員あるいは外部教員等を加えた副査３名以上より構成される論

文審査委員会では、論文審査、公開審査会における最終試験、及び学力の確認により、「物質工学のすべて

の分野の基礎となる学力と知識ならび物質工学のいずれかの分野の専門知識を有し、かつ物質工学のいず

れかの分野で自ら課題を設定し、その解決のための研究を遂行し、すぐれた成果をおさめる」ことができたか

どうかの審査を行う。その評価項目は、①研究主題、論文題目の妥当性、②研究背景の把握と研究の位置づ

け、独創性、③論文内容（方法、結果、結論）、その学術的・社会的意義、インパクト、貢献度、④論文体裁、

表現、合理的論述と完成度（クオリティ）、⑤研究倫理の遵守、の 5 つである。

< NIMS 連係物質・材料工学サブプログラム> 

・物質・材料工学特別研究ⅠA、ⅠB、ⅡA、ⅡB、ⅢA、ⅢBに加えて、物質・材料工学セミナーI、II において、多

面的な観点から研究、基礎能力、専門知識、研究計画遂行技能、が身に付いているかを研究達成度とともに

評価する。

・特に上記の一環として、年に 1 回、全ての学生は自分の研究内容を英語で発表することを義務付けている。発

表内容は、博士にふさわしいレベルの専門知識を有しているか、社会的課題に応えているか、物質・材料工

学分野の専門家としての見識を有しているか、英語で議論できるコミュニケーション能力を有しているかなど、

研究達成度とプレゼンテーション能力を専攻内の全ての教員により多面的に評価する。

・予備審査を含めた学位論文審査では、主査及び３名以上の副査により博士論文の内容を審査する。副査には

１名以上の本サブプログラム以外の教員が加わり、多様な観点から審査を行う。最終試験では書面の審査に

加えて、公開のもと口頭での試問を行うことで、世界的基準での研究レベル、論文の質の高さ、評価の客観性

を保証する。

アドミッション・ポリシー

求める人材 応用理工学に対する興味と、博士前期課程で身に付けたしっかりした学問的基盤、十分なコミュニケーション

能力を有し、広範で豊かな好奇心と目的実現のために努力を惜しまない強い精神力、高い倫理観を有し、深く

広い視野、優れた先見性を持つ学生を求める。

入学者選抜

方針

基礎学力および基礎知識、及びこれらを基にした深い考察力を選抜の基本パラメータとし、自律的かつ熱意

をもって研究を遂行する意欲と集中力を持つ者を、修士論文の内容と入学後の研究計画を基にして口述試験

により選抜する。

<NIMS連係物質・材料工学サブプログラム>

・「物質・材料工学特別研究ⅠA、ⅠB、ⅡA、ⅡB、ⅢA、ⅢB」では、金属・セラミック材料工学、ナノ材料工学、

有機・生体材料工学、物理工学、および、半導体材料工学分野の世界最先端レベルの研究開発に携わることに

より、研究活動における高い基礎能力、倫理観に加えて、当該分野の高度な専門知識、研究計画を遂行する技能、

課題解決能力を修得する。

・「物質・材料工学セミナーⅠ、Ⅱ」では、英語による研究発表と討論を通じて、研究成果の国際的なプレゼンテー

ション能力とコミュニケーションの能力を修得する。

・また同じく「特別研究ⅢA、ⅢB、ⅣA、ⅣB、ⅤA、ⅤB」の一部である「後期課程セミナー」では年1回の研究発

表を課し、学位授与方針の項目④の研究テーマの意義、成果、位置づけを自ら説明することのできる能力を評

価する。
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